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❶町が配信する避難情報など、そ
の他住民の安全に関わる緊急情
報
❷気象庁が配信する緊急地震速報
　

■サービスの特徴
　このサービスは、各社の携帯電
話配信エリア（菊陽町）内に滞在す
る人に情報を配信します。
❶通信料、月額使用料、情報料を
含めて無料で受信できます。
❷受信するための登録・申し込み
は必要ありません。
❸緊急情報が配信されると携帯電
話の画面に配信内容を自動的に
表示して、専用着信音などでお
知らせします。
❹メールアドレスを用いずに配信
エリア内の利用者に配信する仕
組みのため、観光や仕事などで
菊陽町を訪れた人でも受信でき
ます。

配信情報

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れる
ときは、必ず火を消す。
　

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用
火災警報器を設置する。
○寝具、衣類やカーテンからの火
災を防ぐために、防炎品を使用
する。
○火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。
○お年寄りや体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制を
つくる。

住宅防火 いのちを守る
７つのポイント

「
消
し
た
は
ず  

決
め
つ
け
な
い
で  

も
う
一
度
」

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

火災
予防

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済

み
で
す
か

　

住
宅
火
災
で
は
、
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で

多
く
の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年

６
月
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
早
期
に

感
知
し
て
住
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
屋

外
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
大
切
な

命
を
守
る
た
め
に
も
早
め
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
器
は
、
日
本
の
法
令
に
適
合

し
た
日
本
消
防
検
定
協
会「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
付
い
た
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

　

火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
を
利
用
し

て
、
不
適
正
な
価
格
、
無
理
強
い
販
売
な

ど
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

【
火
災
警
報
器
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　
（
月
〜
金
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）　

☎
０
１
２
０（
５
６
５
）９
１
１

　

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部　

予
防
課

　

☎（
２
３
２
）９
３
３
４

【
悪
質
商
法
】

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」な
ど
が
配
信
さ
れ
ま
す

災
害
時
な
ど
に
備
え

問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

第
１
・
２
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
周
辺
整
備
等
住
民
検
討
委
員
会

防災
　

町
で
は
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供

す
る
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
利

用
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
勧
告
な
ど
の

緊
急
情
報
を
町
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯

電
話
利
用
者
に
一
斉
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
昨
年
12
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ
ｕ
）（
株
）と
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル（
株
）か
ら
も
「
緊

急
速
報
メ
ー
ル
」
と
し
て
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
３
月
上
旬

か
ら
運
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
観
光
な
ど
の
一
時
滞
在
者
に
対
す
る

情
報
伝
達
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手

段
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
受
信
で
き
な
い
ケ
ー
ス

❶
通
話
中
・
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場
合

❷
電
波
状
態
が
悪
い
場
所（
ト
ン
ネ
ル
、

地
下
な
ど
）ま
た
は
圏
外
の
場
合

❸
電
源
が
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
な
っ
て
い
た
場
合

❹
契
約
状
態
が
「
解
約
」「
休
止
」
の
場

合
❺
町
外
の
携
帯
電
話
基
地
局
エ
リ
ア
に
滞

在
し
て
い
る
場
合

❻
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
の
受
信
設
定
が

「
受
信
し
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
場
合

■
そ
の
他

　

受
信
可
能
な
機
種
や
設
定
方
法
な
ど
は

携
帯
電
話
各
社
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
携
帯
電
話
を
購
入
し
た
店
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
陽
南
小
学
校
区
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
の
周
辺
整
備
な

ど
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
が
昨
年
11
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
２
回
の

会
議
を
開
催
し
、
公
園
に
必
要
な
施
設
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

協働
検
討
委
員
会

　

検
討
委
員
会
は
、
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
代
表
者
16
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

第
１
回
会
議
で
、
委
員
長
に
菊
陽
町
文

化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
矢
野

誠
也
さ
ん
、
副
委
員
長
に
戸
次
区
長
の
坂

本
弘
邦
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
に
必
要
な
施
設
・
機
能

■
来
訪
者（
観
光
客
）の
た
め
に

　

鼻
ぐ
り
井
手
の
観
光
に
来
る
人
の
た
め

に
、
資
料
館
や
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
行

い
、
観
光
地
と
し
て
の
向
上
を
図
る
。

■
鼻
ぐ
り
井
手
祭
の
た
め
に

　

現
在
、
鼻
ぐ
り
井
手
祭
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
と
南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
観
客
な

ど
に
と
っ
て
不
便
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
ス
テ
ー
ジ
施
設
の
あ
る
広

場
を
整
備
す
る
。

■
地
元
住
民
の
た
め
に

　

芝
生
の
広
場
や
遊
具
な
ど
を
設
置
し
て
、

地
元
住
民
が
集
え
る
場
所
に
す
る
。

今
年
も
３
月
１
日（
木
）か
ら
７
日（
水
）ま
で
の
７
日
間
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、
家
族

や
近
所
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

■
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

　

公
園
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
自
動
販
売
機
や
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
す

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
の
他
に
も
、
管
理

に
つ
い
て
な
ど
数
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

基
に
、
整
備
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

菊
陽
町
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
ち
か
ら
で
救
わ
れ
る
人
が
い
る

問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

消防団
員募集

菊
陽
町
消
防
団
員
募
集
案
内

■
応
募
資
格（
次
の
各
号
の
資
格
を
有
す

る
者
で
あ
る
こ
と
）

○
菊
陽
町
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤
務
す

る
人

○
年
齢
18
歳
以
上
の
人

　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

○
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
な
人

○
前
３
号
に
規
定
す
る
人
の
ほ
か
、
特
に

団
長
が
認
め
る
人

■
活
動
内
容

・

災
害
発
生
時
の
消
火
・
救
出
活
動

・

火
災
予
防
な
ど
の
消
防
広
報
活
動

・

災
害
活
動
に
備
え
た
訓
練
な
ど

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

　

消
防
団
と
と
も
に
地
域
の
総
合
防
災
力

の
要
と
な
る
の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。

菊
陽
町
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、

県
下
で
も
大
変
低
い
水
準
に
あ
り
、
地
域

の
総
合
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
各
自

治
会
で
の
組
織
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
が
な
い
自
治
会
、
ま
た
消
防
団
が

あ
る
自
治
会
な
ど
で
も
地
域
の
防
災
力
向

上
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

町
・
県
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
種
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

菊
陽
町
消
防
団
お
よ
び
菊
陽
町
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
全
国
的
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
総
合
防
災
力
の
重
要
な

基
盤
と
な
る
消
防
団
員
の
確
保
は
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

▲会議ではさまざまな意見が出されました

　今月11日で東日本大震災の発
生から１年を迎えます。東北地方
から関東地方の太平洋側の沿岸部
で発生した大規模地震は、津波・
火災・原子力発電所の事故を引き
起こし、多くの人の尊い命が犠牲
となり、今なお行方不明の人がい
ます。
　私たちの住んでいる菊陽町でも、
いつどこで大規模災害が発生する
か分かりません。身近な家庭・地
域・職場などで防災について話し
合い、避難場所の確認や非常用持
出品の準備、点検をしておきま
しょう。

身近なところから
防災について話し合いを


